
第５学年では、「困っている人を笑顔に
する」をテーマに、総合的な探究の時間

の取組を進めて
きました。前回
の授業では、学級内でチームごとに研究内容を

まとめたポスターを掲示して研究発表を行
い、各学級で代表の１チームを選出しまし
た。今回の授業では、学級代表となった４
つのチームがオンラインを利用して第５学
年の生徒の前で発表しました。学級内の発
表で選ばれた４チームのメンバーは、しっ
かりとした口調で、自信をもって発表して

いました。発表後の審査の結果、Ａ組とＣ組が令和５年２月２３
日に行われる「クエストカップ2022」（教育と探求社主催）とい
う全国大会への出場チケットを手にしました。全国大会に出場す
る２チームは、発表原稿・ポスターを修正して、さらにプレゼン
テーションの技術を向上させて大会に臨みます。

「国際」を冠している立川国際ならで
はの行事がありました。第
２学年の「国際教育講座」で
す。今回の講座のテーマは

「多文化共生ってなに？～その必要性と自分の将来に向けて～」です。独立行政法人国際
協力機構（JICA／ジャイカ）の青年海外協力隊に参加された方と、シニア海外ボランティア
に参加された方の２名を講師としてお迎えしました。国際社会を舞台にボランティアを実践
されている立場からのお話を伺い、①「JICAの活動を基にした多文化共生の重要性」②「ボ
ランティア活動を知り、将来のために今自分たちにできること」の２つ
の項目を中心に話をしていただきました。生徒たちは、日常の生活では、見ることが
できないことや、触れることができない内容を学んで、深く考えさせら
れることがたくさんあった国際教育講座となりました。
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立川国際中等教育学校では
東京都主催の「東京体験
スクール」で海外からの留学生を受け
入れています。今年度は、カナダ・オ
ーストラリアから計17名の留学生が立
川国際にやってきました。最初は緊張した表情をしていましたが、立川国際で生活をしていくう

ちに、笑顔を見せるようになりました。第１学年の英語の授業では、立川
国際の生徒との交流を深めていました。留学生たちは、自己紹介の後、グ
ループの仲間とコミュニケーションを楽しんでいました。体育の授業で
「柔道」を体験したり、書道の授業で、筆を持って字を書いたりして、日
本の「和」を楽しんでいました。立川国際の生徒たちも自分たちの英語の
「話す力」を発揮して、留学生と積極的に英語で会話をしていました。
立川国際の生徒も留学生たちも、思い出に残る５日間でした。

第５学年学級代表のテーマ
A組：障がい者におけるUHCの達成方法について
B組：配達ドライバーの過労問題をなくす
C組：児童虐待を減らすにはどうすれば良いか
D組：暮らしを脅かす環境の変化
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A組：障害者におけるUHCの達成方法について

C組：児童虐待を減らすにはどうすれば良いか


